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7月の世界の天候

　7月の北半球500hPa高度天気図は，極付近が負偏

差となり，アジアから太平洋域の中緯度帯は正偏差に

おおわれた．また，ヨーロッパでは大陸西部にブロッ

キング高気圧が見られ，大きな正偏差となり，その東

側と西側では負偏差となった．

　①中国東部から日本にかけての高温・少雨

　中国東部から日本にかけては，顕著な高温になり月

平均気温は平年を2～4。C上回った．日本や韓国では，

多くの地点で月平均気温や日最高気温の高い記録を更

新した．月降水量も平年の10％前後のところがあり，

水不足や農作物への影響がでた．

　②中国南部とフィりピンの多雨

　中国南部やフィリピンでは台風などの影響で多雨と

なり，洪水などの被害が伝えられた．気温は平年を下

回り，ホンコンなど低温となったところもあった．イ

ンドでも多雨傾向で，各地で大雨による洪水が発生し

多くの犠牲者がでた．

　③マレーシア，カりマンタンの高温

　アジア南部のモンスーンは活発で，全般に低温・多

雨傾向だったが，マレーシアからカリマンタンにかけ

ての赤道に近い地域は高温で少雨傾向だった．

④ヨーロッパの高温・少雨

　⑤トルコの少雨
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　ヨーロッパ中部を中心に広い範囲で高温・少雨だっ

た．ベルリンでは7月の気温としては1834年以来，160

年ぶりの高温となったと伝えられた．ポーランドでは

高温と少雨により森林火災が多発した．一方，カザフ

スタンやロシア西部は低温傾向で，平年より3～40C

低いところがあった．中東のトルコも少雨だった．

　⑥アメリ力合衆国の中部，東部の多雨

　⑦アメリカ合衆国西部からメキシコにかけての高

　　温・少雨

　アメリカ合衆国西部からメキシコにかけては高温・

少雨だった．アメリカ合衆国中部では気温が平年を下

回り，中部から東部にかけては多雨で，ジョージア州

などではハリケーンやその後の大雨で洪水の被害が伝

えられた．

　⑧その他

　雨期に入ってから少雨傾向だったサヘル地方は，今

月は多雨傾向だった．6月下旬に大霜害に見舞われた

ブラジル南部では，今月上旬も小規模な霜害が発生し，

コーヒーなどへの被害がでた．オーストラリアは南部

を中心に全般に少雨傾向で，北東部でも干ばつによる

小麦への被害がでたと伝えられた．

　　　　　　　　　　　　　（長期予報課　三浦芳敬）
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　　　　　　　　　　　　　　　　1994年7月の世界の異常天候分布図　　　　　　　△：高温　▼：低温

　　　　　　　　　　　　　　図中の番号は，本文中の番号と対応している．　　　　□：多雨　×：少雨

1994年7月の気候表の説明．平均値は，1961～1990年のデータに基づくもの．降水階級は五分位値で，0は最小値

より小さい場合，6は最大値より大きい場合．500hPa高度場の平均値は1961～1990年の30年平均値．

1994年9月 37



540

つくば上空の成層圏工一ロゾル量

　第1図は，つくば市の気象研究所（36．1。N，140．1。E）

においてライダーにより測定された後方散乱係数の高

度積分値の時間変化である．使用したレーザーは，

Nd：YAGで波長は532nmである．縦軸は後方散乱

係数の高度積分値（IBC：単位はSr1）で，成層圏工一

ロゾルの全量にほぼ対応している．横軸は，ピナトゥ

ボ火山噴火（1991，6．15－16）後の経過日数である．

　この観測結果によると，つくば上空の成層圏工一ロ

ゾル量は噴火後の1991年秋から急激に増加し，1992年

の冬から春にかけてピークとなった．その後は，冬か

ら春にかけて多く，夏から秋にかけては少なくなる年

変動を繰り返しながら減少を続けている．噴火から3『

年目の1994年になってエーロゾル量の減少は大きく，

ピーク時の10分の1程度になっているものの，噴火前

のバックグランドの数倍程度のエーロゾルが依然とし

て成層圏に滞留している．なお縦軸におよそ35Srか

けたものは成層圏工一ロゾルの光学的厚さに対応す

る．

　（気象研究所　気象衛星・観測システム研究部

　　　　　　　　　　　　　第三研究室　内野　修）
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　　　　　　　　　Days　after　the　Eruption

波長532nmにおけるピナトゥボ火山噴火後の成層圏工一ロゾルの後方散乱係数の
高度積分値．
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